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１０．月末締め処理 メニュー
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１０．１ 売掛残高一覧表（月報）

前月末残高、当月入金、当月売上、当月末残高を販売店ごとに一覧にします。月次更新前
には、必ず印刷して下さい。

(1) 画面

(2) 操作方法

①通常はなにも入力する必要はありません。
［印刷する］のチェックをはずすと、テキストファイルのみ出力します。
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(3) 印字サンプル
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(4) 印刷項目の計算方法 09.09.28追記

①前月末売掛残

月次更新で繰越した、前月末時点の残高。
請求書が月末締めの場合は同じ金額になるが、参照データは別のもの。

②入金内訳

入金方法に従って、当月の入金額を印字する。
「前受分」は、実際の入金ではなく、当月の「前受分」の調査売上を印字。

③繰越残高

前月末売掛残 － 入金合計

④当月売上

前受分の調査売上、その他の調査売上、部品売上、手数料売上の当月合計

⑤当月末売掛残

繰越残高 ＋ 当月売上
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１０．２ 売掛金累積経過表

売掛金に対して入金を割り当てて、差引残高が、ｎヶ月以上のものを一覧にします。

(1) 画面

(2) 操作方法
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(3) 印字サンプル
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１０．３ 販売店月別実績表

販売店ごとに、調査料、部品代、その他売上額、入金額を印刷します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①処理年月、出力条件を入力します。
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(3) 印字サンプル
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１０．４ 販売店別残高管理表

販売店ごとに、繰越金、前受金、売掛金、入金額を印刷します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①処理年月を入力します。
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(3) 印字サンプル



10 - 11

１０．５ 販売店別実績表（Ａ３）

販売店ごとに、繰越金、前受金、売掛金、入金額を印刷します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①処理年月を入力します。
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(3) 印字サンプル
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１０．６ 未収入金残高表

未収入金残高（前サイクルの調査料不足分）を印刷します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①処理年月、完納を入力します。
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(3) 印字サンプル
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１０．７ 月末締め処理

当月分を確定させて、翌月処理を開始するための準備を行います。

(1) 画面

(2) 操作方法

① 画面に、今回処理するデータの年月が表示されますが、これはシステム定数の処理年月であ
り、変更することはできません。

「売掛金管理台帳の出力がまだ済んでいません」のメッセージが表示された場合は、
締め処理を行うことができません。

□ 月末締め処理後に、自動的に．．．．

にチェックを入れた場合には、月末締め処理後に自動的に、「月初め処理」が実行されま
す。

② 「確認」に対して、YES を選択すると、締処理が開始され、総括表が印刷されます。
画面中に、

販売マスター処理中

売上累積マスター処理中
などと表示されますが、プログラムの実行過程を示しているのであって、何も対応する必要
はありません。

③ 上の画面が消えると、締処理は終了です。続けて、データ領域の再編成などのプログラムが

実行されますが、なにも操作する必要はありません。



10 - 16

１０．８ 月始め処理

月末締処理に続いて実行します。この処理を行うと、システム定数の処理年月が＋１されます。
また、新しい月で請求が必要な分割金の請求データがつくられます。

(1) 画面

(2) 操作方法

①続行してよければ、｢YES｣を選択して下さい。

システムの処理年月を＋１するとともに、割賦、分割金の請求データを作成
します。
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１０．９ 月次締連続実行

次の処理のプログラムが連続で実行されます。
売掛残高一覧表
販売店実績ファイルの更新
データの保存
月次締処理

各プログラムの操作は単体の場合と同じです。


